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この写真、体育館で遊ぶ子どもの様子が良く分かる

のではないかと思います。右側でボール当てゲームを。

その奥では、トランポリンを。中央奥で樽の遊び、おう

ちごっこ遊び。左側に移ると大型マットに飛び込む子

ども。左端では、バドミントンごっこを・・・。 

子どもの様々な情景が浮かび上がります。 

好きなことを好きなだけ、そんなことを考えていま

す。また「めいっぱい」という言葉もありますが、今の

子 

 

どもたちには、こういった「めいっぱい」何かに向かう

ということが少なくなっていないかと懸念します。 

時間をかけていくと、いろいろなアイデアが浮かん

でくるようです。ですから、少しずつ遊びが変わってい

きます。中には、最初の遊びと終わりの遊びでは、メン

バーも道具も同じなのに、全然違う遊びになっている

こともあります。でも、そこに子どもたちの「考え力」

が生まれているのです。 

そんなことを大事にできる場でありたいと思いま

す。 

またまた、面

白いことが始ま

っていました。

マットに寝転ん

で何をしている

のかと思って見

ていると、なん

と「人文字」を作

ろうとしていま

した。わかりま

すか？ 

 

① ピ 

② タ 

③ ゴ 

 

とくると、④

は？ 

そのとおりで

す。正解は「ラ」

を考えていたよ

うです。 

 残念ながら時

間がきてしま

い、未完成で終

わりましたが、

よく考えていま

すね。 

 面白いひとと

きでした。 

                      同級生という

の                               

は、どこか素敵な

響きを含んだこ

と                  

ばに聞こえます。

でも同級生の少

ない相和小では、

異学年間の交流

が 

大きな存在感を占め 

ていると思います。 

 左の写真は、一輪 

車に挑戦する子どもと、 

それをサポートする上学

年 

                の子ども。何気ない場面です 

が、相和ならではの光景だと思いま

す。学校だよりにも同様のことが書かれていましたが、大勢の子

どもたちがいる学校では、あまり見られないのです。 

 こういう経験が受け継がれ、一人一人の中に優しさが育まれて

いくのだと感じています。 

夏休みの利用について 

＊予定・関連文書をよく読んでいただき、ご対応をお願いします。 

＊イベントの時、特別な持ち物が必要なところもあります。忘れ物がな

いようにお願いします。 

＊迎えの予定が、30 分以上変更になる場合は、ご連絡をお願いしま

す。（出かけていることもありますので・・・） 

①  

③  

②  


